











 歯科矯正学 上原 めぐみ 
 
内容要旨  






歯科病院矯正歯科の患者 174 人の初診時検査における頭部 X 線規格写真、
平行模型、ワックスバイトである。同一計測者により全てのトレースを行
い、Sassouni の Archial analysis 分析を行った。正常咬合を持つ日本人
の Archial analysis のデータを参考にしながら、Classification of 
Skeletal Facial types を行った。対象はこの中から Skeletal class II 
Deepbite 群 11 人と Skeletal class III Openbite 群 10 人とした。頭部 X




と中心点を求めた。統計は Mann-Whitney の U 検定を用いた。Skeletal 
class II Deepbite 群と Skeletal class III Openbite 群の咬合湾曲の半
径と中心点の位置を比較検討した。結果:①咬合接触の強い３点を通る
Spee と③下顎全歯頬側咬頭を近似的に通る咬合湾曲の半径は、Skeletal 
class II Deepbite 群と比較して Skeletal class III Openbite 群の方が
有意に大きかった。(P<0.05*)また、③下顎全歯頬側咬頭を近似的に通る
 咬合湾曲の中心点は、Skeletal class II Deepbite 群では、Nasion 周辺
に位置した。一方、Skeletal class III Openbite 群では 10 症例のうち、
8症例において咬合湾曲の下方遠心に位置し、2症例では Nasion 周辺に位
置した。結論:顎顔面骨格と咬合湾曲には関連性が認められ、咀嚼筋の走
行や強さ、咬合力や顎運動など、様々な因子に影響を受けることが示唆さ
れた。 
